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研究課題名「スモン（SMON）の疾患感受性遺伝子に関する研究」に関する情報

公開 
 
１．研究の対象 
本研究の対象者は、スモンと診断され、本研究に参加の同意をされた方です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：本研究の目的は、スモンの原因となったキノホルムの活性酸素毒性に関与す

ると考えられるNQO1(NADPH:quinone oxidoreductase)遺伝子の機能喪失C609T多型な

ど、キノホルム毒性と関連があると考えられる遺伝子の解析を行うことによって、これ

らの遺伝子多型とスモン発症との関連を明らかにすることです。スモン患者ではNQO1

遺伝子のC609T多型が多いことが予測され、本研究によってスモン発症のメカニズムを

明らかにすることができます。 

 

研究方法：厚生労働行政推進調査事業費補助金 難治性疾患政策研究事業の「スモンに

関する調査研究」に基づいて行われるスモン検診でおこなう血液検査のための採血（腕

の静脈から採取します）の際に、この研究のための血液を 2-5ｍｌ追加で採取します。

採取した血液は岐阜大学に送付してDNAを抽出し、キノホルムの活性酸素毒性に関与す

ると考えられる NQO1(NADPH:quinone oxidoreductase)遺伝子の機能喪失 C609T 多型な

ど、キノホルム毒性と関連があると考えられる遺伝子の解析を行い、一般日本人集団と

の頻度比較、また重症度によって頻度差があるのかどうかについて解析を行います。 

 
研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2028年 3月 31日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
遺伝子変異(多型)の有無等。 

試料：血液 

 
４．外部への試料・情報の提供 
血液サンプルは匿名化した後（愛知1、愛知2など符号のみ）に岐阜大学へ郵送します。

岐阜大学では患者臨床情報は扱わず、上記の符号の番号のみで遺伝子解析を行います。

採血を行った研究分担者の施設は匿名化の対応表を「スモンに関する調査研究」班の事

務局である国立鈴鹿病院に郵送します。岐阜大学から国立鈴鹿病院へはサンプル符号と



 

 

 

遺伝子解析結果の対応表を郵送します。 

 
５．研究組織 

所   属 職 名 氏 名 

国立病院機構北海道医療センター神経内科 医 長 藤木 直人 

北祐会神経内科病院 院 長 森若 文雄 

北海道大学大学院医学研究院 准教授 矢部 一郎 

釧路労災病院神経内科 部 長 津坂 和文 

日本医療大学保健医療学部 教 授 高橋 光彦 

北海道保健福祉部健康安全局地域保健課  課 長 竹内 德男 

国立病院機構青森病院 副院長 髙田 博仁 

国立病院機構岩手病院 院 長 千田 圭二 

いわてリハビリテーションセンター センター長 大井 清文 

東北大学大学院医学系研究科神経内科 教 授 青木 正志 

国立病院機構あきた病院 副院長 豊島  至 

日本海総合病院神経内科 部 長 鈴木 義広 

福島県立医科大学医学部神経内科 准教授 杉浦 嘉泰 

筑波技術大学 学  長 大越 教夫 

自治医科大学医学部内科学講座神経内科 準教授 森田 光哉 

群馬大学医学部附属病院脳神経内科 助 教 長嶋 和明 

国立病院機構東埼玉病院臨床研究部 臨床研究部長 尾方 克久 

千葉大学大学院医学研究院神経内科 助 教 山中 義崇 

日本大学医学部神経内科 主任教授 亀井  聡 

慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室 教 授 里宇 明元 

東京都医学総合研究所 客員研究員 大竹 敏之 

横浜市立大学医学部リハビリテーション科学 教 授 中村  健 

国立病院機構相模原病院神経内科 医 長 長谷川一子 

国立病院機構西新潟中央病院臨床研究部 臨床研究部長 小池 亮子 

山梨大学大学院総合研究部医学域 教 授 瀧山 嘉久 

富山大学大学院医学薬学研究部 教 授 嶋田  豊 

石川県健康福祉部  次 長 菊地 修一 

福井大学医学部附属病院神経内科 准教授 濱野 忠則 

信州大学医学部附属病院神経内科 特任教授 池田 修一 

岐阜大学大学院医学系研究科神経内科 准教授 木村 暁夫 

国立病院機構静岡富士病院 院 長 溝口 功一 

名古屋大学大学院医学系研究科神経内科 講師 佐橋 健太郎 



 

 

 

国立病院機構鈴鹿病院 院 長 久留  聡 

市立大津市民病院神経内科 診療部長 廣田 伸之 

京都地域医療学際研究所がくさい病院 院 長 小西 哲郎 

国立病院機構宇多野病院 院 長 杉山  博 

近畿大学医学部神経内科 教 授 楠   進 

国立病院機構刀根山病院神経内科学 副院長 藤村 晴俊 

国立病院機構大阪南医療センター神経内科 部長 狭間 敬憲 

大阪市民病院機構大阪市立総合医療センター神経内科 部 長 井上  学 

国立病院機構兵庫中央病院 副院長 舟川  格 

奈良県立医科大学神経内科 准教授 杉江 和馬 

関西医療大学神経病研究センター保健医療学部 教 授 吉田 宗平 

国立病院機構鳥取医療センター 院 長 下田光太郎 

国立病院機構南岡山医療センター臨床研究部 臨床研究部長 坂井 研一 

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科脳神経内科 教 授 阿部 康二 

川崎医科大学リハビリテーション医学教室 教 授 花山 耕三 

国立病院機構呉医療センター神経内科 科 長 鳥居  剛 

山口大学大学院医学系研究科神経内科 准教授 川井 元晴 

国立病院機構徳島病院臨床研究部 臨床研究部長 三ッ井貴夫 

香川大学医学部看護学科健康科学 教 授 峠  哲男 

愛媛大学大学院医学系研究科老年・神経・総合診療内科学 講 師 越智 博文 

高知記念病院神経内科 部 長 高橋 美枝 

国立病院機構大牟田病院 副院長 笹ヶ迫直一 

産業医科大学医学部リハビリテーション医学 教 授 佐伯  覚 

九州大学大学院医学研究院神経内科学分野 教 授 吉良 潤一 

佐賀大学医学部内科学講座神経内科 教 授 原  英夫 

国立病院機構長崎川棚医療センター 副院長 松尾 秀徳 

熊本大学大学院生命科学研究部神経内科 准教授 山下  賢 

大分大学医学部神経内科学講座 助 教 軸丸 美香 

国立病院機構宮崎東病院神経内科 部 長 杉本精一郎 

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科神経内科 教 授 髙嶋  博 

 

６．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 



 

 

 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
    名古屋大学医学部附属病院神経内科 佐橋健太郎（研究責任者） 

（電話052-744-2391、ファックス052-744-2393） 

 
研究責任者： 

   名古屋大学医学部附属病院神経内科 佐橋健太郎 

研究代表者： 

 岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学分野 深尾敏幸 

 


